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1．はじめに

　現在，熊本県では小中学校を対象とした器楽合奏コ
ンクールが行われている．このコンクールでは，今で
も小学生によるリード合奏（アコーディオンや鍵盤
ハーモニカに代表される空気を通してリードを鳴らす
ことで発音する鍵盤楽器）を対象としたものを行って
いる．リード合奏は全国的に見ると，昭和 30年代ま
では全国的にも盛んに行われていたが，昭和 40年代
には激減している．にもかかわらず熊本では現在でも
リード合奏が行われている．
　このような活動が始まったのは戦後であり，熊本県
内においては音楽の教師集団が始めたものである．こ
の教師集団は「熊本県音楽教育研究会」という任意団
体を組織し，熊本の音楽教育の推進ために活動を行っ
ている．先に紹介した器楽合奏コンクールの主催の一
つも「熊本県音楽教育研究会」である．
　本稿では，この「熊本県音楽教育研究会」が組織さ
れた経緯をもとにその理念を確認する．また，昭和
40年代に「熊本県音楽教育研究会」がめざした授業
を考察する．そのことによって，これからの音楽の授
業で留意すべき点を見いだすことが本稿の目的であ
る．

2．熊本県音楽教育研究会の発足

　「熊本県音楽教育研究会」（以下，県音研）は，昭和
23年に発足している．その初代会長であった小﨑東
紅が昭和 57年 9月 22日に当時の会員の依頼により，
会の中で発足当時のことを話している録音がある．そ
の中で，小﨑は発足時の様子を次のように語っている．
　なお，これ以降，引用中の（　）内の記述はすべて
筆者によるものである．

　私，取りまとめておりまして，結成したのが 23年
の 10月 17日です．これは碩台小学校の応接間であ
りました．その当時の出席者は山鹿の大代先生，それ
から人吉の島田先生，八代の河口先生．（中略）こういっ
た方々に発起人というかたちで集まっていただいて創
立したと思います．昭和 23年ですから今から 34年前．
当時教科研究会でつくったのは県下で初．そのあとで
家庭科ができ，理科ができたと思います．

　戦後制定された学校教育法が施行されてから 1年半
足らずで県音研が発足している．戦後間もない早期に
県下の音楽教員ネットワークが確立されているのであ
る．なぜ，それが実現できたのか．そのことを明確に
できるものは残されていないが，小﨑の経歴から推察
することはできる．
　小﨑は昭和 10年から昭和 14年まで，連続 5回に
わたり全国児童唱歌コンクールで熊本市立碩台小学校
の 5年生を優勝に導いている．その後，昭和 21年
（1946）同校教頭に昇格．同年末には熊本県教育委員
会学務課及び指導主事に抜擢されている 1）．
　全国児童唱歌コンクールはラジオ放送であったた
め，多くの教員が聞いていたであろう 2）．それを指導
した小﨑の名は，指導者の間で知られることになった
ことが推察される．また，昭和 21年末より指導主事
になっており，その業務として熊本県内の各学校と連
絡を取ったり指導したりしているはずである．その中
で多くの教員と知り合い交流を深めたことであろう．
　小﨑の業績と人脈が熊本県内でも他教科に先んじて
教科研究会を発足させることにつながったと考えられ
る．

3．県音研の目的と活動

　小﨑たちは，何のために県音研を立ち上げどのよう
な活動を行ったのだろうか．小﨑は次のように語って
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いる．

　それ（発足）から昭和 41年の 3月まで（小﨑が会
長の期間）の目的は，今さら言うの申し上げるのもお
かしいんですけど終戦直後，23年．何をやったらい
いかわからないときですから，音楽については仲間づ
くりをして仲間の，同志の勉強をするとともに音楽の
裾野を広げようということでいろんなことを考えた訳
です．
　幸いに戦前と違って音楽が指導要領にも謳われた
し，新しくというとおかしいけれども国民学校時代の
音楽にもっと子どもをたくさん重ねて 22年の学制の
スタートに力をかけたということになるわけです．

　音楽の勉強を仲間の教員で行うことと，賛同する教
員を増やしていくことを主たる目的としていたようで
ある．また，当然ではあるが学習指導要領をもとにし
た指導の充実を図ろうとしたのである．
　子どもたちを対象とした活動について小﨑は次のよ
うに語っている．

　音楽教育を進めるために学校の先生方の研究会を盛
んにすると同時に子どもたちのその生徒・児童の音楽
意欲を高めるということを掲げた．（中略）23年に結
成した県の音楽教育研究会で何をすべきかをみんなで
考えてまず，23年の秋に NHKが主体になってその当
時は唱歌コンクールが始まります．戦後の第 1回．そ
れで，県の音楽教育研究会では中学校の合唱コンクー
ルをやろうというので合唱をやったんです．それを始
めました．子どもたちの音楽意欲を学校の学習指導で
も取りあげると同時に，個人的に伸ばすための機会を
つくるというので作曲コンクールと個人コンクールを
始めました．作曲コンクールを始めたのは昭和 27年
と思います．個人コンクールでは独唱と中学校は独唱，
それからピアノ，バイオリン，それから管楽器．これ
をやったのが昭和 24年だったと思うんですよ．そし
て，入選した人たちを県音研でお供をして地方の学校
へ演奏を公開する仕組み．

　このように，教員に向けては音楽の勉強と学習指導
要領をもとにした指導の充実を，子どもに向けては合
唱，演奏，作曲のコンクールを開催し音楽に対する意
欲を高めるとともに技能の向上をめざしている．さら
に，コンクール入賞者による巡回演奏会を計画し，実
際に行っている．
　このようにして戦後間もない頃，音楽および音楽教
育の充実を図るために県音研は発足したのである．

4．学習指導要領が求めたもの

　戦後，学校教育は学校教育法に示されているように
学習指導要領に則った学習指導が行われている．県音
研に所属した教師たちは，学習指導要領に対してどの
ような学習活動を行ったのか，学習指導要領をどのよ
うにとらえ音楽を子どもたちに指導したのだろうか．
まず，当時の学習指導要領を概観しておく．
　昭和 22年に『学習指導要領』試案が示され，教科
として音楽も設けられた．
　その目標の第 1には「音楽美の理解・感得を行い，
これによって高い美的情操と豊かな人間性とを養う．」
とあり，戦時中の国民学校令による軍国主義，修身徳
育的なものから音楽美の理解・感得および美的情操の
涵養へと大きく転換した．
　ここに示された「音楽美の理解・感得」と「美的情
操」は，現行の平成 29年，第 9次小学校学習指導要
領に至るまで示し方は変わりながらも，音楽の美しさ
を感じ取ること，情操を養う・培うことは目標の中に
示されている．つまり，音楽の美しさを感じ取り，情
操豊かな子どもを育てることが戦後の音楽科教育にお
いて一貫した目標だととらえることができよう．また，
第 8次学習指導要領では，児童・生徒が思考・判断す
ること，音楽を批評することができるようになること
が求めれるようになった．そのためには児童・生徒が
主体となって音楽と関わることが必要になる．児童・
生徒が主体的に音楽に関わることは第 1次学習指導要
領においても「第四章　第一　学習指導法」において
「児童の自発的意欲あるいは興味をさまざまな方面に
向かって深め且つ広めていく指導方法」で行うことが
示されている．にもかかわらず音楽の授業は教師主導
で進められてきたのである．
　県音研は，学習指導要領からどのような授業を構想
し実践してきたのか，また，授業づくりにおいて指導
方法がどのように変わってきたのか，残された学習指
導案から考察する．

5．県音研が取り組んだ授業づくり

　県音研は昭和 36年（1961年）より毎年研究大会を
行い，その中で授業研究会を実施してきている．研究
大会ではテーマが設定され，それに基づいて検討され
た学習指導案集が掲載されている．ここでは，今回見
つかった第 6回九州音楽教育研究大会熊本大会，第 9
回大会，第 12回大会 3つの大会誌の学習指導案をも
とに考察する．九州音楽教育研究会熊本大会が行われ
る年度については県音研の研究大会と兼ねることに
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なっている．1965年度も研究授業については第 6回
九州音楽教育研究会（以下，九音研）で行われている 3）．
そのため，九音研熊本大会の学習指導案から県音研の
構想した授業を考察する．
　この 3つの大会を通して，いずれの大会でも 6年生
の歌唱指導を行っている教師，勝木家康の学習指導案
を中心に取りあげて考察する．研究大会での学習指導
案は，県音研の会員によって検討されている．一人の
教師の学習指導の変化を見ることで県音研の授業に対
する考え方の変化を考察することができると考えた．

　5．1　昭和 40年度（1965年度）　　　　　　 
　　　　第 6回九州音楽教育研究大会熊本大会

　まず，3つの大会のうち最も早いものは 1965年 11
月 12日に行われた第 6回九州音楽教育研究会熊本大
会である．
　昭和 40年度のテーマは「正しさと美しさを求める
音楽の学習活動はどうすればよいか」というものであ
り，表現の 3つの活動，歌唱，器楽，創作と鑑賞の 4
つについて具体的なサブテーマが設けられている．歌
唱は「正確さと美しさを求め合唱の審美感を味わえる
ような合唱指導をするにはどのようにしたらよいか」，
器楽「5・6年における器楽学習指導上の諸問題」，創
作「中学年における創作指導の実際と問題点」，鑑賞「創
造的な表現をたかめるための鑑賞指導について」と
なっている．それぞれの活動についてテーマおよびサ
ブテーマに基いた実践報告が掲載されている．九音研
大会であるため，歌唱は大分県の教師，器楽は宮崎県
の教員というように九州各県の教師が実践を報告して
いる．
　研究授業は，大会が熊本で実施されたため，すべて
熊本県の教師が行っている．
　勝木が行った歌唱指導は，第 6学年「ふるさと」の
指導である．指導の工夫として「教科書では，笛の助
奏付き斉唱となっているが，学級の実態（変声，声域）
から，二部合唱曲として取り扱った方がよいと判断し
た．したがって，正しい音程感と，美しいハーモニー
感及び，いろいろな唱法を工夫する態度を養うことに
よって，合唱の意欲と感動を高めたい．」とある．
　本時の展開は図 1の通りである．
　ここでは，最初に「まずい点」をこどもたちに話し
合わせ，それを改善していくような授業展開が設定さ
れている．もちろん，改善すべき点は教師が事前に確
認し，改善すべき事項については予め予想されていた
はずである．そうでなければ，学習指導案に示すこと
ができない．しかし，まずい点として子どもたちに自
分たちの演奏の課題を確認させた上で，それを改善し

ていくように学習を進めている．つまり子どもたちの
意欲を喚起しながら学習が進むように設定されている
のである．

図 1　昭和 40年度　学習指導案　本時の展開

　芸術としての音楽，そして音楽美の求めることが目
標の中心である．勝木も「正しい音程感と美しいハー
モニー感」を学習指導の中心に据え，そこから「感動
を高めたい」と記している．
　県音研としても「正しさ」「美しさ」が音楽科教育
において最も重要なテーマとしている．音楽の美しさ
を感じ取らせること，音楽を美しく表現できる技能を
もたせることが大切だとされ，そのための授業が行わ
れているのである．この授業では教師主導で技能に関
する訓練的な指導に終始するのではなく，子どもに録
音を聴かせ，自分たちの演奏を評価させている．技術・
知識偏重の教師主導による詰め込み主義教育が学習指
導の主流となっていた当時，技術の向上に児童を参加
させることは，教師が教え込むことに終始するのでは
なく，子どもたちが音楽を聴き感じ取ること判断する
こと，そのことが正しさ美しさを感じ取ったり表現し
たりする上で重要なことだと考えたからではないだろ
うか．
　子どもたちの感じ方を表現や聴取に生かす活動は，
ここに示した歌唱の授業だけで行われているのではな
い．この研究大会では，その他，器楽，創作，鑑賞の
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授業も行われている．
　器楽の授業でも，第 5学年を対象に「ずいずいずっ
ころばし」を教材とした合奏の授業が行われ，授業の
途中で子どもたちの演奏について子どもたち自身に
「まずい点を発見させる．」活動が行われている．
　創作の授業は，第 1学年を対象に「おほしさまのう
た」を歌った後に星についての歌問答の活動が行われ
ている．歌問答の活動に入る前に「話し合いによって
情景を思い出させる」活動が行われ，子どもたちが自
身の経験をもとに教師の問いに答えることができるよ
うな手立てが取られている．
　鑑賞の授業では，作曲「旧友」を教材とした形式を
感じ取る授業が行われている．Aと Bの感じの違い
に気付くように「曲のかんじにあった身体反応を工夫
する」活動である．
　このように，すべての授業において子どもが表現の
工夫に参加したり感じ取ったりすることができるよう
な活動が設けられている．これは，各授業者が個別に
授業を構想し，偶然そのようになったとは考えにくい．
県音研として各授業について検討会を行い，その中で
子どもの思考・判断を表現の中に何らかの形で反映さ
せるようになったと考えることが妥当であろう．
　このように，昭和 40年（1965年）に，県音研では
子どもが表現の工夫に参加する活動が行われていたの
である．

　5．2　昭和 44年度（1969年度）
　　　　第 9回　熊本県音楽教育研究大会

　この大会では，大会誌に「大会主題について」の内
容が 1ページにわたって示されているが，スローガン
のような主題は設定されていない．ここでは，第 3次
学習指導要領の内容が紙幅の多くを占めており，大会
の主旨としては「音楽教師が考えねばならぬ問題が，
数多くある．そうした悩みを，授業を通して追及し，
お互いの実践を通した話し合いを通して解決していこ
うとする」ことが示されている．
　この年，勝木はベートーベン作曲《交響曲第 9番　
第 4楽章》より「喜びの歌」を教材に授業を行ってい
る．指導計画は図 2に示した．3時間取り扱いで鑑賞
からスタートし，残り 2時間で 2部合唱を行っている．
本時は最後の 3時間目である．学習指導案は図 3に示
した．
　本時の学習は 6つの学習活動で構成されているが，
4番目の学習活動まで教師主導のトレーニング形式
で，リズム，音高，ハーモニーと要素ごとに進められ
ている．学習活動 5で子どもたちに「力強い歓喜の表
現」の工夫をさせ，6で振り返りをさせている．

　勝木が作成した昭和 40年の学習指導案と比較する
と，この授業ではトレーニングの要素が多くなってい
る．

図 2　昭和 44年度　学習指導案　指導計画

図 3　昭和 44年度　学習指導案　本時の展開

　前回，昭和 40年度の授業では先に見たように形式
的ではあったかもしれないが，子どもたちに改善点を
話し合わせた上で練習を進める，という学習の流れが
設定されていたのに対し，ここではそのような話し合
いもなく，トレーニング的な指導がリズム，音高，ハー
モニーという要素に即し段階的に効率よく進められて
いる．トレーニングとしてより洗練された学習のなが
れになっている．
　昭和 43年の第 4次学習指導要領で「基礎」領域が
設定されたことで，山本が「『基礎』を領域として取
り出せば必ずドリルが先行し，学習内容は必然的に過
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密化する．4）」と指摘していることが具体的な学習活
動として現れているのを見ることができる．

　5．3　昭和 47年度（1972年度）
　　　　第 12回　熊本県音楽教育研究大会

　この大会は第 13回九州音楽教育研究大会を兼ねた
ものとなっている．大会主題は「音楽性を高め豊かな
人間形成をめざす音楽教育」と示され主題設定の理由
もある．そこには，以下のような記述がある．

　近年，「子どもの自主性，主体性を尊重して・・・・」
という音楽教育の大きな流れの中で，教師のあり方が，
ともすればみすごされがちな面がないではないと思わ
れます．（中略）主題の音楽性には，子どもの音楽性
はもちろん，教師の音楽性の重要さもこめられてあり
ます．（中略）教師自身がまずみずからの音楽を高め，
感動し，それを子どもたちに伝え，「音楽好きな子ども」
を一人でも多く育てたいという願いをこめて，大会主
題が考えられたのであります．

　音楽好きな子どもを育てるためには，教師自身が音
楽の知識を獲得し技術を向上させること，また教師の
感動体験が必要であると述べてある．このことについ
ても山本は「音楽科教育では技術先行の演繹法は無理
がある．5）」と指摘しているのだが，第 4次学習指導
要領に即して教師が音楽的な知識・技能を向上させる
ことで子どもたちにそれを伝えていくという演繹法に
よる指導をめざしているのがわかる．
　それでは，実際の授業はどのように構想されている
のか勝木の学習指導案を見てみる．ここでは教材とし
て教育出版が発行した当時の教科書に掲載されたス
ウェーデン民謡「泉の歌」が取り上げられている．指
導は 2時間取り扱いで，本時はその 1時間目である．
学習指導案を図 4に示した．
　1時間目の目標は「階名視唱によって三部合唱がで
きるようになる」である．学習指導案の枠外に示され
た観点（1）には「初見視唱をこころみるにたる基礎
指導はなされているといえるか．」とある．初見視唱
を実現する上で段階的・系統的な指導が機能している
かと問うているのである．本時は初見視唱だけでなく
三部合唱も行っている．学習指導要領に示されたのは
二部合唱の指導であり，現在でも小学校の教科書に掲
載されているのは二部合唱である．三部合唱を教材と
し初見視唱をすることから，当時の子どもたちの技能
の高さがうかがえる 6）．
　本時の展開を見ると，教師による指導が学習活動の
ほとんどを占め，ここでもカデンツの練習からスター

トし，教材曲を段階的そしてトレーニング的に指導し
ている．子どもが思考するのは，最後のまとめで「次
時の課題を発見させる」のみである．

図 4　昭和 47年度　学習指導案　本時の展開

　テーマ設定の理由に示されている通り，子どもの自
主性，主体性を重視することよりも教師の求める音楽
を子どもたちに伝えていくことが実践に反映された展
開になっている．
　「音楽好きな子ども」を一人でも多く育てたいとい
うのはいつの時代でも変わらぬ教師の願いである．し
かし，ここで行われたような技能向上をめざした指導
によって「学校音楽が嫌いな子ども」を増やすことに
なってしまったのである 7）．

6．県音研の授業から学ぶこと

　では，昭和 40年代の県音研の授業から何を，今後
の音楽科教育に生かしていけばよいのだろうか．
　まずは，県音研を発足させ「音楽の裾野を広げよう」
と取り組んだ意欲と態度，行動力については引き継ぐ
べきものがあるだろう．何とかしたいという思いが行
動につながり，そして個々の活動を生み出し推進する
ことに反映されている．県音研というチームのエネル
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ギーが，戦後熊本の音楽教育に大きな影響を与えたこ
とは明らかである．音楽を広げたい，音楽で感動する
子どもを増やしたい，音楽が好きな子どもを増やした
いと，そのことを何とかしたいという思い，そして同
じ思いをもつ者がチームとなって進めていくことが大
きな力になることをまず引き継ぐべきだろう．
　授業づくりからは，技能指導における段階的・系統
的な指導の大切さ，そして多面的・多角的な子どもの
実態把握の大切さの二つであろう．
　技能の指導については音楽に限らず段階的・系統的
に指導していくことスモールステップで評価し達成感
を味わわせながら指導していくことが大切なことが知
られている．しかし，現在，小学校では音楽の学習指
導を学級担任が行う学校がほとんどである．学校規模
によっては専科の教師が指導する学校もあるが，その
ほとんどは中・高学年など一部の学年が対象となって
いる．学級担任は，1年間で交替することも少なくな
い．そのため，段階的・系統的な指導の実現が難しい
のが現状である．しかし，GIGAスクール構想により
全国的に学校の ICT環境が整いつつある今，それら
を利活用することで，系統的・段階的な指導が無理な
く可能になるのではないだろうか．例えば，子どもた
ち自身がタブレットに歌唱や器楽の表現を動画で録画
し，それを撮りためていくことで学びのポートフォリ
オを作成することができる．子ども自身がその動画を
視聴することによって自己評価をし改善していくこと
ができる．学校には各学年の年間指導計画が作成して
あるので，それに即した技能指導を行うことで系統的
な学習もできるようになるだろう．その際，注意すべ
きは子どもの実態に即した適切なゴールの設定であ
る．実態に即して難易度が高すぎる目標が設定される
とそこに到達しないままになったり，無理に到達させ
ようとしてトレーニング中心の学習指導に陥ったりす
ることになる．その年度の子どもの実態に応じた目標
を設定することが大切だろう．
　このように段階的・系統的な指導を行うためにも子
どもの実態を把握することは大切である．ただし，大
切なのは技能についての実態を把握するだけではな
い．子どもの興味・関心やこれまでどのような学習経
験，また題材にかかわる生活経験など，指導内容に対
する多角的・多面的な子どもの実態の把握が大切だと
いうことである．
　昭和 47年度の勝木の授業では，感動を経験するよ
うな音楽的にレベルの高い表現ができるようにした
い．そのためには技能指導が重要だという考えで学習
指導が行われている．したがって，確認されている子
どもの実態は，技能に関するものが中心である．もち
ろん昭和 47年当時，第 4次学習指導要領に即して授

業を構想したため，そうなるのは仕方のないことであ
り当然のことであろう．しかし，昭和 22年，第 1次
学習指導要領において既に「児童の主体性」は示され
ている．また，昭和 47年度の県音研大会誌に主題設
定理由に書かれているように，昭和 43年第 4次学習
指導要領が示されて以降，「子どもの主体性，自主性
を尊重して」というのが大きな流れになっている．教
師が指導し技能を高めていくことはもちろん大切なこ
とである．しかし，学習指導要領で「児童の主体性」
が示されているのはなぜなのか，「子どもの主体性，
自主性の尊重」が大きな流れになっているのはなぜか，
という問いをもつことも大切だろう．それは，指導者
の視点のみならず学習者の視点から授業をとらえるこ
とも大切だということであり，授業づくりにおいても
多角的な視点が必要だということだろう．

7．おわりに

　第 1次学習指導要領が示された翌年の昭和 23年に
熊本県音楽教育研究会が発足した．その目的，それを
達成するためのアイディアとエネルギーには目を見張
るものがある．そして，そのために始められた活動に
は，今なお継続されているものも多い．
　今回，県音研のめざしたものを確認することで，そ
の理念を確認し継承していくべきこと，改善していく
べきことを歌唱指導を中心に考察した．今後，それ以
外の活動についても同様に考察し，よりよい教育活動
の実践をめざしていくことが必要だろう．先達が残し
てくれたものを今後の教育活動に生かしていくことが
GIGAスクール構想等大きな変革の波の中にいる私た
ちにとって大切なことではないだろうか．
　最後に本研究を進めるにあたり，県音研の史料をご
提供いただいた熊本県退職音楽教師の会である「旧友
会」の皆様に心より感謝いたします．

―――――――――――――――――
1） 武藤哲雄　2010「全校唱歌コンクール連続優勝　小

﨑東紅」熊本県退職校長会編『新版　熊本教育の人
的遺産 100』熊本県退職校長会事務局，pp.110-111.

2） ラジオで放送を聞き，全国優勝を果たしたことを
知った犬童球渓は喜びを伝えるため，面識はなかっ
たが校長宛にハガキを送っており，そのハガキは現
在も碩台小学校に保管されている．

3） この年度の熊本県音楽教育研究会の研究大会は第 5
回大会として昭和 37年（1962年）2月に行われて
いるが，ここでのプログラムは合唱指導および実践
発表，講演となっており授業研究は行われていない．
九州音楽教育研究大会熊本大会での授業者は県音研
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の会員であるため，この年度の授業研究は九州音楽
教育研究大会と兼ねていたものと考えられる．

4） 山本文茂　1995「戦後音楽科教育の反省と展望－新
たな音楽授業の創造に向けて－」音楽教育学会『音
楽教育学』No.25-1，p.32.

5） 山本文茂　前掲書，p.32.

6） この時の勝木の勤務校は熊本市立碩台小学校であり，
この大会でも碩台小学校の児童を対象に指導を行っ
ている．碩台小学校は先に述べたように小﨑が戦前

に勤務し，児童唱歌コンクールで 4年連続金賞を受
賞した学校である．2021年現在でも全校一斉に校
内放送を使った聴音指導が毎週行われている．

7） 文部省　昭和 53年『小学校指導書音楽編』4pに，
改訂の要点として新学習指導要領の目標について
「教科の目標は，音楽を愛好する心情の育成を強調
して次のように改めた」とある．このことからも改
訂以前，学校音楽が好きではない子どもの実態が顕
著であったことがわかる．
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